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味の素BRICs諸国事業展開現状

Brazil

Russia

India

China

世界
戦略上
意義

◆生産拠点
（MSG／
飼料用ｱﾐﾉ酸）

◆大需要地
（加工食品・甘味料等）

◆研究
◆大需要地
（香粧用／

飼料用ｱﾐﾉ酸）

◆大需要地
（風味調味料）

◆生産拠点
◆大需要地
（風味調味料／

その他食品／甘味料）

人口：1.8億人
GDP：6,040億ﾄﾞﾙ
（成長率19.4％）

2004/03年比較

人口：10.9億人
GDP：6,860億ﾄﾞﾙ
（成長率15.8％）

2004/03年比較

人口：13.1億人
GDP：16,494億ﾄﾞﾙ
（成長率12.4％）

2004/03年比較

人口：1.4億人
GDP：5,814億ﾄﾞﾙ
（成長率34.7％）

2004/03年比較

成長基盤確立期 急速展開期

市場開拓期 事業確立期

（自社展開：1956年～） （自社展開：2003年～）

（自社展開：1998年～） （自社展開：1979年：香港～）

味の素ｲﾝﾃﾙｱﾒﾘｶｰﾅ

主要事業体制

味の素ﾋﾞｵﾗﾃｨｰﾅ

日清味の素ｱﾘﾒﾝﾄｽ

インド味の素

主要事業体制

調味料、加工食品、香粧品、医薬・食品用
アミノ酸、飼料用アミノ酸（ﾘｼﾞﾝ)等の製造
販売及びアミノ酸、甘味料等の販売

MSG,飼料用アミノ酸（ﾘｼﾞﾝ)の製造販売

即席麺の製造販売及び輸出入

輸入『味の素』のリパック、販売、及び
関連風味調味料製造販売

味の素ｼﾞｪﾈﾁｶ・ﾘｻｰﾁ・
ｲﾝｽﾃｨﾁｭｰﾄ(AGRI)

主要事業体制

主要事業体制（現在全19法人）

ロシア味の素

アミノ酸、核酸の基盤技術研究
→ｺｱﾋﾞｼﾞﾈｽのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ優位性確立

ﾛｼｱ、ｳｸﾗｲﾅ、ﾍﾞﾗﾙｰｼにおけるアミノ酸
及び関連製品の販売。
飼料用アミノ酸及び化成品販売市場開拓

戦前は1918年上海事務所開設（1917年NY開設
に次ぐ）以降、大連、天津等で『味の素』生産。

旧ソ連時代から商社を通じ医療用
アミノ酸、化成品を販売。

1998年～

2004年～

2003年～
1974年～

1975年～

1972年～

川化味の素
飼料用ｱﾐﾉ酸(ﾘｼﾞﾝ)製造販売

1994年～

上海味の素ｱﾐﾉ酸
医薬用精製ｱﾐﾉ酸製造販売

1998年～

連雲港味の素冷凍食品

調理冷凍食品製造販売
2000年～

上海ハウス味の素食品

レトルトパウチ食品製造販売
2001年～

上海味の素調味料
風味調味料、ｲﾝｽﾀﾝﾄ食品製造販売

2002年～

アモイ・フード
液体調味料・冷凍点心製造販売

2006年～
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グローバル素材ビジネスについて

世界２２国・地域（日本を含む）
[うち生産工場 世界１５国・地域１０５工場
（日本：５６工場、海外４９工場）]

●法人会社、事務所
▲調味料工場 -----------２６
▲アミノ酸・化成品工場------２６
▲加工食品工場-----------４２
▲その他工場 -----------１１
※生産工場は包装工場も含む

飼料用アミノ酸（6ヶ国・6工場）

MSG（13ヶ国・17工場）

世界供給拠点

仏

伊
日

仏

泰
泰

米

伯
伯

中
中

ﾍﾟﾙｰ

米

ﾅｲｼﾞｪﾘｱ

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ
ﾍﾞﾄﾅﾑ

ﾏﾚｰｼｱ

ｲﾝﾄﾞ

医薬・食品用ｱﾐﾉ酸（5ヶ国・9工場）

米

伯

日中

ﾍﾞﾙｷﾞｰ



3Copyright © 2005 AJINOMOTO Co., Inc. All rights reserved.

＜カテゴリー＞

輸入販売

国内生産

国内生産及び輸出向け

輸出向け

1956 ブラジル味の素（株）設立 ＜現・味の素インテルアメリカーナ・に吸収・合併＞

ブラジル５０年の歩み

５０
周年

成長
基盤
確立

1972 明星アリメントス（1965年設立）に出資

1974 味の素インテルアメリカーナ（有） 設立

1977 味の素インテルアメリカーナ（有）リメイラ工場 生産開始

1982 オリエント（1975年設立）に出資

＜現・味の素ビオラティーナ（有）＞

1997 味の素ビオラティーナ（有）バルパライソ工場 生産開始

2005 味の素インテルアメリカーナ（有）

ペデルネイラス工場 生産開始

2005 味の素ビオラティーナ（有）

1950s 1960s 1970s 1980s 1990s 2000s

＜現・日清味の素アリメントス（有）＞

＜現・味の素インテルアメリカーナ（有）＞

2006 味の素ビオラティーナ（有）

メキシコ支店開設

医薬・食品用アミノ酸工場生産開始
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ラランジャル・
パウリスタ工場

味の素株式会社味の素株式会社

味の素
ビオラティーナ（有）

味の素
ビオラティーナ（有）

味の素インテル
アメリカーナ（有）

味の素インテル
アメリカーナ（有）

日清味の素
アリメントス（有）

日清味の素
アリメントス（有）

グルタミン酸
ナトリウム ※

グルタミン酸
ナトリウム ※

各種調味料・
甘味料・食品など

各種調味料・
甘味料・食品など

アミノ酸誘導体アミノ酸誘導体

肥料肥料

MSG ※MSG ※

肥料肥料

飼料用
リジン、スレオニン

飼料用
リジン、スレオニン

肥料肥料

バルパライソ工場

飼料用
リジン

飼料用
リジン

肥料肥料

ペデルネイラス工場 イビウナ工場

※グルタミン酸ナトリウム＝MSG=「味の素」

リメイラ工場

ブラジル味の素グループ事業体制

即席麺

100% 100% 50%
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Sao Paulo

バルパライソ工場

ラランジャルパウリスタ工場 日清味の素－イビウナ工場

アミノ酸工場（リメイラ）

リメイラ工場

ペデルネイラス工場

味の素サンパウロ事務所

ブラジル味の素グループ事業体制

サンパウロ州における味の素グループサンパウロ州における味の素グループ

～
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「うま味」発見から１００年「うま味」発見から１００年

「うま味」（日本食文化）の普及を目指して

池田菊苗 博士（東京帝国大学教授）

アミノ酸の味に世界で初めて着目した科学者

「三宅秀博士「食物と消化」（東洋学芸学雑誌）」
の学説に触発される。
＜佳味は消化を促進する＞

池田菊苗博士の思い：「単なる科学の発見ではなく、
世の中に役に立つようにしたい」

「うま味」の発見から調味料の発明へ

１９０８年 「うま味」の発見
１９０９年 世界初のうま味調味料「味の素」発売

佳良にして廉価なる調味料を造りだし滋養に
富める粗食を美味ならしむることが国民の
栄養不良を矯救せしむる。

２０世紀初頭２０世紀初頭
発見
から
百年

生理学的に証明
されつつある。

●消化・吸収を
円滑に営む上で
重要な物質
●「うま味」を感じる
受容体の発見

２１世紀初頭２１世紀初頭

2000年1月
米マイアミ大の
グループ発表

おいしく
食べて

“健康”

おいしく
食べて

“健康”




